
令和７年11月定例記者会見要旨 

開催時間 令和７年11月18日（火）午前10時30分 302会議室 

 

（総務部長） 

11月の定例記者会見を始めます。よろしくお願いします。 

 

（市長） 

諏訪湖記者クラブの皆様にはご協力をいただきありがとうございました。 

それでは、11月の定例記者会見ということで始めさせていただきます。 

 

〇ファミリーゲレンデ霧ヶ峰スキー場開きについて 

・12月24日オープンの場合のみ、リフト、らくちんくん、キッズパーク全てが無

料で利用できます。 

・積雪状況により、オープンが延期する場合があります。 

 

〇諏訪市デジタルプレミアム商品券～ＳＵＷＡデジチケット～」について 

― チケットの概要 ― 

・額面13,000円分のデジタルチケットを10,000円で市民向けに販売 

・外出先や隙間時間でも手軽に購入手続きができ、かつ、家計への支援をよりス

ピーディーに届けるためデジタルによる商品券を採用 

・13,000円のうち、6,000円分は中小加盟店舗で7,000円分は全加盟店舗で利用可 

 能 

・最大購入可能数４口／人 

・スマートフォン操作に不安のある方向けに対面によるサポートを下記のとおり

実施 

・加盟店舗数：約140店舗（11月7日時点） 

・利用可能期間：12月２日（火）～１月31日（土） 

 

― スケジュール ― 

○１次販売分 

・購入（抽選）申込期間 11月10日（月）～11月24日（月） 

・抽選期間 11月25日（火）～12月1日（月） 

・販売期間 12月２日（火）～12月14日（日） 

○２次販売分 

・販売期間 12月15日（月）～チケット在庫修了まで 

― 住民向けサポート ― 

○購入（抽選）申込サポート 

・11月20日（木）９：00～12：00【豊田公民館】 

・11月21日（金）９：00～12：00、13：00～16：00【駅前交流テラスすわっチ 



ャ】 

・11月22日（土）13：00～16：00【中洲公民館】 

○購入サポート 

・12月６日（土）９：00～12：00【駅前交流テラスすわっチャオ】 

 

私からの説明は以上とさせていただきます。 

 

（総務部長） 

記者クラブの方にマイクを移したいと思います。幹事社さんよろしくお願いし

ます。 

 

〇上諏訪駅周辺のミライを考えるワークショップ（第三回）について 

（記者） 

先日の上諏訪駅周辺のまちづくりのワークショップで新しい案が市の方から説

明されました。西口に改札口ができることついては、ＪＲと調整済みと言って

よろしいでしょうか。市長の受けとめ方についてご意見をお願いします。 

 

（市長） 

ＪＲから提案を受けたものを、先のワークショップで速やかに発表させていた 

だきました。ＪＲとはもう何年も前から、駅の構想について相談をしていまし 

た。長い歴史を振り返ると、連続立体交差事業については一旦整理をさせてい 

ただいて、凍結をしました。西口の整備は、いろんなアイデアがあったと思い 

ますが、これは私が市長に就任した直後の有識者会議でも話題にしながらやっ 

てきて、そうした積み上げの中の延長でもあります。本格的に都市構造再編集 

中支援事業を入れながら、コンパクトシティ化計画を遂行していく中で位置付 

けられた駅の西口の課題ということで、ＪＲともいろいろ相談をし、社内でも 

調整をしていただき、そして提案をしていただきましたので発表しました。 

 

〇全国女性市長の会について 

（記者） 

先ほど全国女性市長の会が発足するという方向が出たと思いますが、金子市長 

としてはどのような関わり方をするのか、女性市長の会というのが、どのよう 

な会議になるかというのを教えてください。 

 

（市長） 

全国市長会の社会文教委員会管轄の女性の首長が意見交換を行う会議「女性市 

長によるこども・子育て施策に関する懇親会」が全国市長会の開催時期を捉え 

て開催されています。こども・子育てに関しては、こども家庭庁ができたり、 

給食の無償化であったり、こどもだれでも通園制度であったり、様々な課題に 



ついて、国を挙げて全国的にも展開されていく局面にあります。子育て経験か 

らの率直な実感や意見を聞きたいということから始まったものです。会を重ね 

る中、４月の会議においてこども子育て関係の担当副会長（全国市長会）を務 

めております、島田市 染谷市長から、東京都内ではなく、地方でもこの会議を 

開催することはできないかという呼びかけがあり、諏訪市において開催する運 

びとなりました。この「女性市長によるこども・子育て施策に関する懇談会」 

は、全国市長会の下部組織ではありませんが、全国市長会にその活動を認めら 

れている団体で、こども・子育てに関する意見を全国市長会にお伝えする場面 

などもあります。先日11月14日に行われた諏訪市での懇談会では、会長を選任 

するなど、その組織体制について議論したほか、現在全国市長会で議論されて 

いる諸課題について、意見を取り交わしたところです。 

 

（記者） 

関連ですが、女性首長51人の数字の中に伊東市長は入っていませんか？ 

 

（市長） 

全国市長会に確認してみます。 

 

（記者） 

ネットでそういう情報があります。計算してみたら、伊東市長を含めると51人 

になりますが？ 

 

（市長） 

年間を通じてどこかで選挙が行われています。数は常に変動し、何月何日時点 

という数字しか出せないと思います。女性首長の51人も変動の可能性がありま 

すが、それがさらに変わってくる可能性もあります。 

 

〇上諏訪駅周辺のミライを考えるワークショップ（第三回）について 

（記者） 

先ほどの上諏訪駅の話の関係でＪＲとの協議の積み重ねの延長であるというこ 

とですが、西口に改札ができるということは、不便な状況を観光客、市民は強 

いられてきている状況がある中で、ある種現実的な解決策の一つになると見て 

います。先ほど市長の感覚的な受けとめで、その辺は聞けていないと思います 

ので、この件に関する市長の受けとめをもう一度お願いします。 

 

（市長） 

大変ありがたい提案をいただいたと思っています。新たな改札ができることに 

よって、今までのその不便さを感じていた皆さんの利便が向上する可能性をた 

くさん持っています。ＪＲがこうした決断をするということはとても大変なこ 



とです。列車のダイヤ表の改正は本当に難しいですし、それから今回平面での 

改札を作るということで、３番線は下り列車が踏切から入ってくる線路がなく 

なるということになります。それと運用についての複雑な問題もあると思いま 

すし、それをどのように善後策でカバーするかということを、深くいろいろと 

研究をしていただき、各所と交渉した結果だと思います。そのご努力に、深く 

感謝をしたいと思います。上諏訪温泉旅館街は、ユニバーサルツーリズムとい 

うことで、高付加価値化を進めておりまして、エリアとしてバリアフリーを推 

進している観光地ということで、アピールをしています。そこに電車でやって 

きたときに、その改札を出たところが、すでにバリアフリーであるということ 

は、そうした魅力を宣伝しアピールするのにも相乗効果があると思っています 

。それよりも何よりも日々、ご活用いただいている4000人の通勤通学の皆さん 

観光客の皆さんにとっても、利便が上がるということでとても良いニュースだ 

と思います。 

 

〇諏訪市組織条例の一部を改正する条例について 

（記者） 

12月定例会の議案が配布されましたが、組織改正を予定しているということ、 

具体的に概略を見ますと、健康福祉部からこども施策を独立させて、こども未 

来部を新設というのが一つ、建設部と水道局を統合して建設水道部に再編する 

という、この二つが、来年４月から市側としては、予定したいということでい

いかという確認と、それぞれの組織再編の狙いについてお伺いしたいと思いま

す。 

 

（市長） 

そのとおりで結構です。 

こども施策について、国では、こども家庭庁ができ、当市でもこどもに関わる 

施策については、こども課だけではなくて、健康推進課、教育委員会など、複 

数の部局が関わることがあるため、窓口はすでに一本化をしています。さらに 

これから先の子どもに関する施策の充実に向けて、こども未来部を創設してい 

こうということです。建設水道部につきましては、水道局についても建設部に 

ついても、同じ社会基盤整備を行うセクションとなります。そうした中で、横 

の連携は常に太いパイプで行ってきたので、ここで一つの部として、一緒に進 

めていこうということです。組織関係につきましては副市長からも、フォロー 

してもらいます。 

 

（副市長） 

今の話に加えまして建設部と水道局の統合につきましては、技術職員を効率的 

に使いたいという側面もあります。今は、水道局と建設部、それぞれに技術関 

係の職員配置をしておりますが、部局を一緒にすることによって、効率的な技 



術職員の運用ができます。これも一つ、効果としてあろうかと思っています。 

 

（記者） 

諏訪市は、市長のご説明のとおり、すわ☆あゆみステーションを設け子育てを 

一体的サポートする相談窓口を確立しています。格上げするイメージというこ 

とですか。 

 

（市長） 

それはちょっとニュアンスが異なります。私が市長に就任した頃、相談窓口に 

ついて、たくさんの市民の皆さんからメールをいただいていました。健康のこ 

とで相談に行くとそれは、こども課に行ってくださいとか、教育委員会の管轄 

なのでということで、迷われることが多かった。窓口を一本化することによっ 

て、しっかりと市民の皆さんの負荷を低減するために、すわ☆あゆみステーシ 

ョンを設けました。そのような窓口のことももちろん関連がありますが、その 

背景の役所の組織を、統合していくということになります。 

 

（総務部長） 

以上をもちまして市長の定例記者会見を終了します。どうもありがとうござい 

ました。 

 


